
 

 

 

 

 

 

 

 

  いつ来られるかわかりません。 

日 テーマ お話担当 活動・紹介  

7 主の食卓 古田浩子 レントカレンダー 2 月の活動は、毎週レントの

出来事を考え、カレンダーを作ります。 

幼児や低学年と、小学高学年・中学生のグル

ープを作って年齢に合わせる内容にします 

14 ゲッセマネの祈り 西山牧師 

21 友よ 西田純幸 

28 鶏が鳴く前に 服部 恵 
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活動報告  １月２４日は松下さんに「タラントン」のお話しをし

ていただきました。タラントンは神さまから預けられた才能で

す。私たちが自分の才能を使って、人と神さまのために使うこ

とができればいいですね。私たちのほしい才能を、カードにたく

さん書きました。１枚は見て「これがほしい」と思うものを取り、

もう一つは裏向けて一枚取りました。それぞれ自分のカードを

発表してみると、なんだかそうなりそうで、面白かったです。 

 

10 号 
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Ｃ Ｓ だ よ り    

2 月 教会学校の礼拝 

レント という言葉を聞いたことがありますか。2 月 10 日（灰の水曜日）から 3 月 26 日（土）まで、

イエス様の生涯の苦しい時を、思いながら過ごす期間です。 

1 月 17 日の大人の礼拝で、木谷伝道師から印象的なお話しを聞きました。ある人が深い穴に落

ちてしまい、どうしても元に戻れない人がいました。見つけて「ロープ」を垂らして「さあ、上がってお

いで」と助けてもらうのは、とてもあり難いことです。でも誰かが穴の底まで降りてきてくれ、一緒にい

てくれるのは、もっと嬉しいことではないかとお話しくださいました。ちょっと「くもの糸」の話を思い出

します。 どんなお話か、お父さんお母さんに聞いてみてください。レントはちょうど穴の底に落ちた

人のところに、着ているものを脱いで、服をつないで、裸で傷だらけになって助けにきてくださったイ

エス様のことを想い浮かべました。 

イエスさまの苦しみが、私たちにどんな関係があるのか、一緒に聖書探検をしてみましょう。 

２月 14 日から、教会ではレント

の消火礼拝をします。 

アドベントとは反対に、ローソク

を１本ずつ消していきます。皆

さんに火を消すお役をしてもら

いますので、遅れないように礼

拝に来てください。 

2/11 レントの礼拝 １０時～ （集合９時 30分） 

同封のチラシを見て、どなたでもご参加ください。待っています。 

 

＊西山先生は１月５日、交通事故で入院していましたが、１月２５日に退院されました。 

少しずつ日常に戻るでしょう。皆さんも気を付けてくださいね。 
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